それなら なおさら 面白い じ やない か」 

「そ、 そ、 そんな こと を、 おっしゃる もので は ござい 

ません。 歿く なった 私の 父親 も 云うて おりました、 知 

ら ずに 入る と 何もない が、 それ を 知って 入る と、 何 か 

しらお 咎めが ある、 強情な お客様が 入って 往 つて、 帰 

ら なかった こ ともあれば、 迷い込んで お遊びに なって 

やまい 

おる ところへ ゆきか かって、 病に なった 者 も ある そ 

うで ございます、 お客様、 私 はでたら め は 申しません」 

I あ 翁、 わしの 腰に 何が あるか 見て くれ、 わし も 天下 

ご れんし きしゅうこう ろく 

の 御 連枝、 紀州 侯の 禄を はんで いるもの じ や、 天狗 や 

木精が いると 云うて、 武士が 一 度 云いだ した ことが、 



往く 小鳥 もあった。 空 は 霞み だって あがって 往 つた 鳥 

は、 暫く 姿を消して 鳴 声ば かリ 聞え ていたが、 やがて 

いきおい ななめ 

勢 よく 斜 におり て 来て 花の 中に 隠れた。 林の 下 は 

あおもう せん しばくさ 

青 毛氈 を 敷 いたよう に 芝草が 生えて いた。 武士 はこん 

な：^ ぃ処が あるのに 主 翁 は 何ん のよ まよいごと を 云つ 

てるだろう かと 思った。 武士 は 下に さえこん な 佳い 処 

が あるから、 頂上に はま だ 佳い 処が ある だろうと 思つ 

た。 武士 は 早く 頂上へ 往 つて 日の 暮れない うちに 旅館 

へ 帰ろうと 思った。 彼 は 前の 方 を 見た。 芝草の ような 

草 の 間 を 流れ ている 水の 澄みき つた 流れが 前 を 横ぎ つ 

力 力 

ていて、 それに は 一枚 石が 橋の ように 架って いた。 武 



ひとま とじま：；：' 

れは 一室し かないよ うな 小さな 寺で、 戸締 のない 正面 

みつけ すす かなぶつ 

の 見附の 仏壇の 上に は 黒く 煤けた 金仏が 一 つ 見えて い 

た。 庭 は 荒れて 雑草が 生えて いた。 武士 は 何人 かいな 

いかと 思って 見附へ 往 つた。 そこ は 縁側 もなかった。 

へや いむし ろ きい 

室に は藺 筵の ような 黄 ろくなった 筵 を 敷いて あった。 

武士の 眼 は 再び ゆく ともなし に 仏壇の 上の 仏像に 往っ 

つぶ いま 

た。 仏像の 左の 眼 は 潰れて いた。 武士 は 未だ かって 

隻眼の 仏像 を 見た ことがなかった し、 また あるべき は 

ず もない と 思った ので、 眼の せいで はない かと 思って 

見なお した。 しかし、 やっぱり 仏像の 左の 眼 は 潰れて 

いるので あった。 武士 は 不思議な 仏像 も ある もの だと 



立って いたが その 羅漢 像 も それぞれ 一 方の 眼が 潰れて 

いた。 武士 はまた 天井 を 見た。 天井に は 群青 や 朱の 

おも てんじょ ほうおう か 

色の 重 どろんだ 絵 具で 天女と 鳳凰 を 画いて あ つ たが、 

その 天女 も 鳳凰 も 同じように 一 方の 眼が 潰れて いた。 

武士 はまた 右の 方に 眼 を やった。 そこに は 古い 絵 具の 

は つる かめ き じ 

剝 げかけ た 壁画が あって、 鶴 や 亀 や 雉子の ような もの 

を 画いて あつたが それ も 悉 く 一 方の 眼が 潰れて いた。 

左の ほうの 老僧と 小僧の いる 方の 壁に も 壁画が あって、 

ししき リん かたほう 

獅子 や 麒麟の ような ものが 画いて あ つ たが それ も隻方 

の 眼が 潰れて いた。 武士 はます ます 驚いた が 強いて 気 

を 張って 老 11 を 見た。 



いで 上へ あがり、 つかつかと 仏像の 前へ 住って 懐 の 

財布から 小粒の 金 を 出して それに 供えた。 

「これで どうか、 一方の 眼 も 開けて ください」 

と、 仏像が がっくりと 黒い 口 を 開けて、 は、 は、 は、 

はと 笑った。 仏像に ついで 羅漢 像 も、 老僧 も、 天女 も、 

ほうおう くじゃく 

鳳凰 も、 孔雀 も、 鶴 も、 雉子 も、 獅子 も、 麒麟 も、 人 

の 画 も、 形の ある 物 は 皆 大声に 笑った。 それ は 無智な 

者 を 笑う おかしくて たまらな いと 云うよう な 笑い 方で 

あった。 武士の 頭 は 恐れと 驚きで ぼうとな つた。 武士 

は 這うよう に 起ち あが つ て 逃げ だして 下にお リ、 下駄 

を そそく さと^いて 門の 外へ 出た。 もう 外は微 暗く 



てあら しわざ おこ あたり 

彼 は 手荒な 籠舁の 所業 を 怒る こと も 忘れて 四方 を 見 ま 

やしき 

わした。 そこ は 大きな 邸の 前で、 左右の 長屋の 

むしゃ まど すき ともしび も 

武者 窓の 隙から 燈 火が 処 どころ 漏れて いるの を 見た。 

うしろ どべい 

後 の 方 を 見る とそ こに も 大きな 邸の 土塀が あった。 

人 も ぼつぼつ 通って いた。 

「箱 根に こんな 処 はない」 

あた J 

武士 は 四辺 を じ つ と 見た がどうしても 場所の 見当が 

つ ちょ-つちん 

つかなかった。 二人 伴れ の 男が 提燈を 持って 左の 方 

から 来た。 武士 は 声をかけた。 

「しょうしょう 物 を 尋ねた いが、 ここ は どこであろう」 

提燈を 持 つ た 男が 足 を 1: め 提燈を あげて 武士の 顔 を 



すだ ま あ 

木精の ために こんな 目に 逢わされ ると は、 何たる こと 

だと 思って 口惜しかった。 口惜しい 一方で、 もし こん 

ぉぢ や， II： さ た 

な ことが 公 の 沙汰に でもな ろう ものなら、 どんなお 

とが こうむ いっしん いっか 

咎め を 蒙る かも 判らない と 思った。 それ は 一身 一家 

にか かわる 大事で あつたが、 しかし、 幸いに 夜で あつ 

て 己 さえ 云わなければ 何人も 知つ ている 者 はな か つ 

こもん 

た。 武士 は 安心した。 彼 はっかつ かと 藩邸の 小 門の 口 

へ 住った。 

「頼もう」 

そこに は 門番が いた。 

「身 ども は 国お もてから 使 にまい つた もの だ」 



てつづき 

武士 は 中へ 入って 手続 を ふみ、 己の 住居す る ことに 

りょうと な；；：' 

なって いる 長屋へ 入った。 長屋の 両 隣に は 心安い 人 

がいた が、 もう 夜が 更けて いるので その 夜 は そのまま 

寝る ことにして 寝た。 そして、 何 かの 拍子に 眼 を さま 

ぁリ あけ あんどう 

してみ ると 有 明の 行燈の 傍に 人影が あった。 武士 は 

はっと 思った。 それ は 痩せて よぼよぼした 鼠色の ど 

ころも あお 

ろ どろした 法衣 を 着た、 見覚えの ある 蒼い 顔の 左の 眼 

の 潰れて いる 老僧であった。 

「おのれ」 

武士が 刀に 手 を かけた。 老僧の 悲しそう な 地の 底 か 

ふる 

ら でも 聴え て 来る ような 小さな 顫ぃを 帯びた 声が 聞え 
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